
資料3　事業予定地地盤調査資料





ボーリング柱状図

調 査 名 中開委第2号 永添用地測量・地質調査及び概略造成設計委託業務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 中 津 市 大 字 永 添 地 内 北 緯 3 3 ﾟ  3 3 '  5 5 . 5 "

東 経 1 3 1 ﾟ  1 2 '  0 . 3 "発 注 機 関 中 津 市 土 地 開 発 公 社 調査期間 令和  3年  8月  3 0日  ～  3年  9月  2日

調 査 業 者 名
株式会社　白石総合コンサルタント

電話 ( 0 9 7 9 - 2 3 - 0 1 3 6 )
主任技師 田 村 　 孝

現 場
代 理 人

眞 邉 康 成
コ ア
鑑 定 者

眞 邉 康 成
ボｰリング
責 任 者

矢 野 浅 光

孔 口 標 高
28.14m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製  D 0 - D 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F A D - 8 型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 型総 掘 進 長   8.00m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

標

高

(m)

 26.84

 25.64

 24.44

 23.64

 20.14

層

厚

(m)

  1.30

  1.20

  1.20

  0.80

  3.50

深

度

(m)

1.30

2.50

3.70

4.50

8.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

赤ボクで、細砂を若干含む。

含水比が高く軟弱である。

火山灰
質シル
ト

黄

褐

非常
に軟
らか
い

凝灰質のシルトで、極細砂～細砂
を多量に含む。

径5mm大の細礫を若干混入する。

砂質シ
ルト

黄

褐
軟ら
かい

凝灰質の粘土で、含水比がやや高
く軟弱である。

粘

土

淡

褐

灰

非常
に軟
らか
い

凝灰質の粘土で、含水比が低く固
結している。粘土

淡褐
灰

固結
した

径10～60mmの安山岩等の亜円礫～
円礫と中砂～粗砂からなる。

上部には細粒分が多い。

全体によく締まっている。

砂

礫

褐

灰

中

位

の～

非

常

に

密

な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日0.00
9/2

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

32

1

1

37

10

6

50

7

24

50

8

10

～

20

1

11

7

26

6

20

～

30

1

13

16

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

1

32

3

30

1

37

34

30

29

30

50

7

50

16

50

8

1.15

1.47

2.15

2.45

3.15

3.52

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.22

7.15

7.31

8.00

8.08

N     値

0 10 20 30 40 50

1

3

1

34

29

214

94

188

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

9

1

9

2



ボーリング柱状図

調 査 名 中開委第2号 永添用地測量・地質調査及び概略造成設計委託業務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 中 津 市 大 字 永 添 地 内 北 緯 3 3 ﾟ  3 3 '  5 5 . 7 "

東 経 1 3 1 ﾟ  1 1 '  5 7 . 5 "発 注 機 関 中 津 市 土 地 開 発 公 社 調査期間 令和 3年  8月 2 8日  ～ 3年  8月 2 9日

調 査 業 者 名
株式会社　白石総合コンサルタント

電話 ( 0 9 7 9 - 2 3 - 0 1 3 6 )
主任技師 田 村 　 孝

現 場
代 理 人

眞 邉 康 成
コ ア
鑑 定 者

眞 邉 康 成
ボｰリング
責 任 者

矢 野 浅 光

孔 口 標 高
28.73m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製  D 0 - D 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F A D - 8 型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 型総 掘 進 長   8.00m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

標

高

(m)

 27.93

 25.83

 23.03

 20.73

層

厚

(m)

  0.80

  2.10

  2.80

  2.30

深

度

(m)

0.80

2.90

5.70

8.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

黒ボクで、腐植物を混入する。
含水比はやや低い。

火山灰
質シル
ト

暗

褐
軟ら
かい

凝灰質のシルトで、細砂～極細砂
を多量に含む。

含水比が高く、軟弱である。

砂

質

シ

ル

ト

褐

灰～

淡

褐

非常
に軟
らか
い～
軟ら
かい

凝灰質の極細砂～細砂で、シルト
を含み、径10～20mmの亜角礫～亜
円礫を混入する。

礫は安山岩質で、風化したものが
多い。
やや含水比が高い。

礫

混

り

砂

淡

褐

灰

中

位

の

径10～50mmの安山岩の円礫～亜円
礫と中砂～粗砂からなる。

全体によく締まっている。
含水比が高い。

砂

礫

褐

灰

非

常

に

密

な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日0.00
8/29

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

33

1

5

5

6

50

3

50

9

24

10

～

20

1

7

7

8

26

8

20

～

30

1

6

5

10

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

1

33

3

30

18

30

17

30

24

30
50

3

50

9

50

18

1.15

1.48

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.00
6.03

7.15

7.24

8.15

8.33

N     値

0 10 20 30 40 50

1

3

18

17

24

500

167

83

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

8

29



ボーリング柱状図

調 査 名 中開委第2号 永添用地測量・地質調査及び概略造成設計委託業務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 中 津 市 大 字 永 添 地 内 北 緯 3 3 ﾟ  3 3 '  5 3 . 5 "

東 経 1 3 1 ﾟ  1 1 '  5 5 . 4 "発 注 機 関 中 津 市 土 地 開 発 公 社 調査期間 令和 3年  8月  2 5日  ～ 3年  8月  2 6日

調 査 業 者 名
株式会社　白石総合コンサルタント

電話 ( 0 9 7 9 - 2 3 - 0 1 3 6 )
主任技師 田 村 　 孝

現 場
代 理 人

眞 邉 康 成
コ ア
鑑 定 者

眞 邉 康 成
ボｰリング
責 任 者

矢 野 浅 光

孔 口 標 高
28.86m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製  D 0 - D 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F A D - 8 型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 型総 掘 進 長   7.00m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

標

高

(m)

 27.46

 26.06

 25.16

 24.26

 21.86

層

厚

(m)

  1.40

  1.40

  0.90

  0.90

  2.40

深

度

(m)

1.40

2.80

3.70

4.60

7.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

赤ボクで、細砂を若干含み、含水
比はやや低い。
部分的に細礫を混入する。

火山灰
質シル
ト

黄

褐

軟

ら

か

い

凝灰質の粘土で、含水比が高く軟
弱である。

粘

土

淡

褐

軟

ら

か

い

火山灰質の極細砂～細砂で､径5mm
以下の軽石を混入する。

シルト
質砂

褐

灰
中位
の

凝灰質の砂混りシルトで、含水比
が低く固結状を呈す。

砂混り
シルト

淡褐
灰

非常
に硬
い

径10～70mmの安山岩のやや風化し
た円礫～亜円礫と、中砂～粗砂か
らなる。

全体によく締まっているが、含水
比が高い。

砂

礫

黄

褐

灰

非

常

に

密

な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日0.00
8/26

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

1

9

5

50

6

23

50

6

10

～

20

1

1

10

7

27

6

20

～

30

1

1

10

9

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

3

30

3

30

29

30

21

30

50

6

50

16

50

6

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.21

6.15

6.31

7.00

7.06

N     値

0 10 20 30 40 50

3

3

29

21

250

94

250

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

8

26



ボーリング柱状図

調 査 名 中開委第2号 永添用地測量・地質調査及び概略造成設計委託業務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 4 調査位置 中 津 市 大 字 永 添 地 内 北 緯 3 3 ﾟ  3 3 '  5 0 . 8 "

東 経 1 3 1 ﾟ  1 1 '  5 4 . 9 "発 注 機 関 中 津 市 土 地 開 発 公 社 調査期間 令和 3年  8月  2 3日  ～ 3年  8月  2 4日

調 査 業 者 名
株式会社　白石総合コンサルタント

電話 ( 0 9 7 9 - 2 3 - 0 1 3 6 )
主任技師 田 村 　 孝

現 場
代 理 人

眞 邉 康 成
コ ア
鑑 定 者

眞 邉 康 成
ボｰリング
責 任 者

矢 野 浅 光

孔 口 標 高
31.07m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製  D 0 - D 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F A D - 8 型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 型総 掘 進 長  10.00m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)

 28.47

 27.57

 25.37

 23.57

 21.07

層

厚

(m)

  2.60

  0.90

  2.20

  1.80

  2.50

深

度

(m)

2.60

3.50

5.70

7.50

10.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

0～2.4mは黒ボクで､腐植物を多量
に含み、極細砂を少量含む。

2.4～2.6mは赤ボクで､部分的に細
礫を混入する。

火

山

灰

質

シ

ル

ト

暗

褐～

黄

褐

軟

ら

か

い

凝灰質の粘土で含水比が高い。
表面は酸化され、黄褐色を呈す。

粘

土

青

灰
軟ら
かい

凝灰質の粘土で全体に青灰色を示
すが、表面は酸化され黄褐色を呈
す。

4m以深は含水比が低く、半固結状
である。

粘

土

青

灰～

黄

褐

中

位

の～

硬

い

凝灰質の細砂～中砂である。

径10～30mmの風化した安山岩の円
礫を混入する。

礫

混

り

砂

褐

灰

中位
～非
常に
密な

径10～30mmの風化が進んだ安山岩
の円礫～亜円礫と、中砂～粗砂か
らなる。

全体によく締まっている。

砂

礫

黄

褐

灰

密
な～
非
常
に
密
な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日
0.40
8/24

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

1

1

2

4

50

9

6

11

50

7

18

10

～

20

1

2

1

2

5

6

13

32

7

20

～

30

1

1

1

3

5

7

15

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

3

30

4

30

3

30

7

30

14

30

50

9

19

30

39

30

50

7

50

17

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.24

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.22

10.15

10.32

N     値

0 10 20 30 40 50

3

4

3

7

14

167

19

39

214

88

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(

 
 
 

)

掘

進

月

日

8

23

8

24



ボーリング柱状図

調 査 名 中開委第8号 永添用地測量設計及び開発行為許可申請委託業務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 5 調査位置 中 津 市 大 字 永 添 地 内 北 緯 3 3 ﾟ 3 3 ' 5 4 . 1 "

東 経 1 3 1 ﾟ 1 2 ' 1 . 0 "発 注 機 関 中 津 市 土 地 開 発 公 社 調査期間 令和 3年 1 2月 7日 ～ 3年 1 2月 9日

調 査 業 者 名
株式会社 白石総合コンサルタント

電話 ( 0 9 7 9 - 2 3 - 0 1 3 6 )
主任技師 田 村 孝

現 場
代 理 人

眞 邉 康 成
コ ア
鑑 定 者

眞 邉 康 成
ボｰリング
責 任 者

矢 野 鉄 郎

孔 口 標 高 31.49m
角

度

180ﾟ

0ﾟ

90ﾟ上

下
0ﾟ

方

向

0ﾟ

90ﾟ

180ﾟ

270ﾟ

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ

水平0ﾟ
鉛
直

0ﾟ

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製 D 0 - D 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー 製 N F A D - 8 型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製 B G - 3 型総 掘 進 長 10.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)

29.59

28.79

25.49

23.89

22.99

21.49

層

厚

(m)

1.90

0.80

3.30

1.60

0.90

1.50

深
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凝灰質の細砂主体で、所々に厚さ2
～3cmの粘土の薄層を挟む。

シ
ル
ト
混
り
砂

褐

灰

非

常
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緩

い

極細砂を多量に混入する凝灰質のシ
ルトで、含水比が高い。

砂質シ
ルト

黄

褐
非常
に軟

凝灰質のシルトで､径5～20mmの風化
した亜角礫を混入する。

やや含水比が高い｡

上部は腐植物を含み､軟弱である｡

凝灰質のシルトで､径5～20mmの風化
した亜角礫を混入する。

やや含水比が高い｡

上部は腐植物を含み､軟弱である｡
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か

い～

中

位

の

凝灰質のシルトで、細砂～極細砂を
多量に含む。

含水比が高く､上部は軟弱である｡

凝灰質のシルトで、細砂～極細砂を
多量に含む。

含水比が高く､上部は軟弱である｡
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シルト混り細砂で、径5～20mmの亜
円礫を混入する。
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砂

褐

灰
中位
の

中砂～粗砂と､径10～30mmの風化し
た亜円礫～亜角礫からなる。

8.5～9.0mに､径10cm大の安山岩の玉
石を混入する。

中砂～粗砂と､径10～30mmの風化し
た亜円礫～亜角礫からなる。

8.5～9.0mに､径10cm大の安山岩の玉
石を混入する。

砂

礫

黄褐
～褐
灰

非
常
に
密
な

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

7.20
12/8

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.50

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.36

10.15

10.41

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

1

35

1

20

2

2

1

20

2

6

10

13

10

～

20

1

1

1

2

1

1

5

30

13

20

～

30

1

2

3

2

8

10

1

24

6

打
撃
回
数
/
貫
入
量

(cm)

3

30

1

35

2

30

5

30

7

30

2

30

5

30

19

30

50

21

50

26

N 値

0 10 20 30 40 50 60

3

1

2

5

7

2

5

19

71

58

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

3.00

4.00

6.00

7.00

試

料

番

号

T-1

T-2

採

取

方

法

○T

○T

室
内
試
験

(
)

物理一
式圧密

物理一
式圧密

掘

進

月

日

12

7

12

8



ボーリング柱状図

調 査 名 給委第 1 7号  中津市学校給食共同調理場地質調査委託業務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 6 調査位置 中 津 市 大 字 永 添 地 内 北 緯 3 3 ﾟ  3 3 '  5 2 . 6 "

東 経 1 3 1 ﾟ  1 1 '  5 6 . 6 "発 注 機 関 中 津 市 建 設 部 施 設 整 備 課 調査期間 令和 6年 10月 21日 ～ 6年 10月 23日

調 査 業 者 名
大 洋 測 量 設 計 株 式 会 社

電話 ( 0 9 7 8 - 3 2 - 4 2 3 4 )
主任技師 川 野 大 輔

現 場
代 理 人

牧 　 廣 康
コ ア
鑑 定 者

牧 　 廣 康
ボｰリング
責 任 者

矢 野 浅 光

孔 口 標 高
33.51m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平 0ﾟ 鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製  D 0 - D 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F A D - 8 型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 製  B G - 3 型総 掘 進 長  15.00m

ボーリング№

シート№

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

 30.41

 29.61

 28.71

 26.41

 23.71

 18.51

層

厚

(m)

  3.10

  0.80

  0.90

  2.30

  2.70

  5.20

深

度

(m)

3.10

3.90

4.80

7.10

9.80

15.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

細砂主体で、径2～30mmの亜角礫
を混入する。

上部には若干粘土を含み、草根を
混入する。

1.9～2.3mは安山岩の玉石である｡
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